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南極から見る宇宙

Cosmic Research based on Antarctica
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PANSYレーダーにより実現できる宇宙の観測として、太陽系外起源流星の分布探査、宇宙線源
探査を取り上げ議論する。太陽系外起源の流星が全流星の1%以上を占めるとのセンセーショナ
ルな報告(1996)を行ったのはニュージーランドのAMOR観測であるが、十分な追観測が行われて
いない。PANSYレーダーの流星のヘッドエコー観測により、光学観測に匹敵する精度で流星軌
道を行うことにより、南天の流星分布を確定できるだろう。この観測と、現在精力的な観測がな
されつつあるMUレーダーの北天の流星ヘッドエコー観測結果を組み合わせることにより、自前
の観測データに基づいて全天の流星分布を決めることができる。また、レーダー観測の応用とし
て注目されているものに宇宙線空気シャワーからのエコー観測がある。PAOによる伝統的な観測
により、南天の宇宙線源としてセンタウルスA電波銀河が注目されているが統計精度がまだ足り
ず、レーダー法などによる大面積観測が期待されている。PANSYレーダーを宇宙線観測に応用
することにより、将来の南天宇宙線レーダー観測に対する重要な知見が得られるだろう。
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